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に
関
す
る
連
携
協
定
締
結
締
結
締
結

地域の話題を
お待ちしています

■総務課・広報係
☎０２９－８８５－０３４０（内）２０５

　

７
月
１１
日
、
村
と
筑
波
学
院
大
学
（
つ
く
ば
市
・
橋
本
綱
夫
理

事
長
）に
よ
る「
茨
城
県
美
浦
村
と
学
校
法
人
筑
波
学
院
大
学
と
の

連
携
協
定
に
関
す
る
協
定
」
の
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
人
的
・
物
的
資
源
の
活
用
に
よ
り
相
互
に
連
携

協
力
し
、
地
域
の
発
展
と
人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
、
両
者
は
今
後
、
地
域
資
源
を
活
用
と
し
た
村
づ
く
り
、

教
育
お
よ
び
人
材
育
成
、
健
康
お
よ
び
福
祉

の
増
進
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
の
振
興
、

国
際
交
流
な
ど
様
々
な
分
野
に
お
け
る
協
力

体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
の
中
で
村
長
は
、「
大
学
が
こ
れ

ま
で
他
の
地
域
と
の
連
携
で
培
っ
た
貴
重
な

経
験
を
、
こ
れ
か
ら
の
小
さ
く
と
も
キ
ラ
リ

と
光
る
村
づ
く
り
に
活
か
せ
れ
ば
。」と
語
り
、

筑
波
学
院
大
学
の
望
月
義
人
学
長
は
、「
美
浦

村
は
産
業
面
で
も
環
境
面
で
も
大
変
資
源
が

豊
か
で
学
生
が
活
躍
す
る
場
に
も
恵
ま
れ
て

い
る
。
大
学
に
は
留
学
生
も
多
い
の
で
留
学

生
の
目
か
ら
も
村
に
施
策
を
提
案
で
き
る
。」

と
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
協
定
が
今
後
の
村
づ

く
り
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

７
月
６
日
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
み
ほ
ふ
れ
愛
夏
祭
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
タ
ー
さ
ん
や
ボ
ニ
ー
バ
ル
ー

ン
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
村
内
外

か
ら
１
９
３
人
の
来
場
者
が
訪
れ
、

夏
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

可
愛
い
浴
衣
や
甚
平
を
着
た
子
ど

も
達
が
ご
家
族
と
一
緒
に
、
手
型

・
お
楽
し
み
く
じ
・
金
魚
す
く
い

ご
っ
こ
・
お
面
作
り
・
ヨ
ー
ヨ
ー

釣
り
・
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
等
の
ブ

ー
ス
を
回
り
、
楽
し
そ
う
な
笑
顔

が
会
場
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

み
ほ
ー
す
が
登
場
し
子
ど
も
達
と

握
手
を
し
た
り
写
真
を
一
緒
に
撮

っ
た
り
し
ま
し
た
。
祭
り
の
最
後

に
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
ワ
ッ
シ
ョ
イ

！
」
と
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

お
神
輿
を
担
い
だ
時
は
と
て
も
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
笑
顔
と
笑
い

声
が
あ
ふ
れ
る
、
大
盛
況
の
一
日

で
し
た
。

　６月２８日、チャレンジいばらき県民運動推進員
の連絡会である、「大好き美浦村ネットワーカー協
議会（矢原はつい会長）」の皆さんが、花いっぱい
事業の一環として村内有志の方々から分けていた
だいたスイセンの球根を国道１２５号線沿いの斜面
（光と風の丘公園向かい）へ植栽しました。
　来年春には可憐な花が心を和ませてくれるでし
ょう。開花が楽しみですね。
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　美浦村農業委員会では、１名欠員となっている
農業委員の募集を行い、水郷つくば農業協同組合
推薦の糸賀一男氏が令和元年第２回美浦村議会定
例会の同意を経て任命されました。任期は令和元
年７月１９日から令和３年７月２８日までです。
　糸賀さんは昭和５４年に美浦村農業協同組合に入
組後、営農指導員として農業に携わり、また農協
の役員として農業者の代表となり活動されてきま
した。この経験を活かし、農業委員としての活躍
が期待されます。

■球根を分けてくださった方々【順不同】

　滝本さん（布佐）、山城さん（大山）、加藤さん（舟
　子）、小幡さん（木原）、匿名希望２名

◎ありがとうございました。

新農業委員に糸賀一男氏新農業委員に糸賀一男氏スイセンの球根を植えましたスイセンの球根を植えました
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　６月１９日、ホテルレイクビュー水戸（水戸市）にて開催された「金融広報関
係者協議会」で美浦村商工会青年部の鈴木聡使さんと木原小学校の長田圭史
先生による実践発表が行われました。テーマは「キッズ☆カンパニー２０１７
～事業計画をアピールして、融資を獲得しよう～」で、キッズ☆カンパニー
の活動の様子や、この取組を支援してくださっている鈴木さんの子どもたち
に対する熱い想いが伝えられました。
　７月１２日にはこの活動の一つである村の特産品等販売体験活動がみほふれ
愛プラザにて行われ、子どもたちは来場したお客さんに商品の魅力を大きな
声でアピールし、商品を宣伝することの難しさや、販売することの大変さを
学びました。今後は、事業計画の作成・融資審査会を経て、みほ産業文化・
スポーツフェスティバルでの出店に向けて準備を進めます。子どもたちは活
動を通して勤労の難しさや楽しさ、目標に向かって努力すること、協力して
絆を深めることなど、様々なことを学んでいます。こういった取組が認めら
れ、平成３０年度には第１２回キャリア教育優良学校文部科学大臣表彰を受けま
した。この活動を通しての今後の子どもたちの成長が楽しみですね。

絆 深 、様 。 取
れ、平成３０年度には第１２回キャリア教育優良学校文部科学大臣表彰を受けま
した。この活動を通しての今後の子どもたちの成長が楽しみですね。

勝
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　６月３０日、美浦中学校体育館にて村子ども会育成連合
会主催の「第１４回ドッジボール大会」が開催されました。

▼高学年の部▼高学年の部

▼低学年の部▼低学年の部

【優　勝】チーム安中（安中学区）

【準優勝】Ｓ・Ｅ・Ｎ・Ｄ・Ｅ・王（大谷学区）

【第３位】ビースト（大谷学区）

【優　勝】安中ゴールドキッズ（安中学区）

【準優勝】木原ブルーインパルス（木原学区）

【第３位】木原ミニオンズ（木原学区）

み

せ

ね
じ
ば
な

と
も
し
び

は
ん
げ
し
ょ
う

くな
が

う
み

さ
ゆ
う

今年も頑張っています！！　木原小キッズ☆カンパニー今年も頑張っています！！　木原小キッズ☆カンパニー

【高学年の部・優勝】チーム安中【高学年の部・優勝】チーム安中

第１４回ドッジボール大会第１４回ドッジボール大会

【低学年の部・優勝】安中ゴールドキッズ【低学年の部・優勝】安中ゴールドキッズ
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